
令和 6 年度 自己評価・施設関係者評価 

学）小川学園  認定こども園高千穂幼稚園 

 

１．本園の教育目標 

 ①子供の可能性を引き出し伸ばし育てる ②人間としての基本を身につける ③転んだら自分で起き上がる 

「保育理念」 

未来を背負う子供たちのため一人ひとりを大切にし、園生活での様々な経験を通して「生きる力」を育みます。 

 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

 園生活を通して、元気な身体と優しい正しい逞しい心を育て、礼儀挨拶を大切に保育していく。 

一人ひとりを大切に、やる気や先に進みたい気持ちを引き出し、全ての子供の成長に目を向ける。 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

●「3」の評価結果の表示（評価） 

・十分達成されている→A           ・達成されている→B  

・取り組まれているが、成果が十分でない→C  ・取組が不十分である→D 

 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

 職員の学ぶ場を作る事で、保育、教育への意識の向上と知識や技術の習得を行う事が出来た。また、保育

参観や運動会、発表会等の園行事で保護者の方々に子供たちの成長を見て頂き、良い評価を得られた。更な

る、子供たちの成長に繋げられるよう今後も継続しての職員育成が出来るように努めて行く。 

 

５．今後取り組む課題 

 

６．施設関係者評価委員会の評価            施設評価委員実施日：令和 7 年 ３月 18 日 

いつも楽しく参観させていただいています。日頃から先生方が愛情いっぱいで、子ども達に対して本

気で関わってくださっていることをとても感じます。運動会と学習発表会に、これからの子育て世代

の若い夫婦や小さなお子さんにいるご家庭にもっとご来場いただき、一般の方に参観していただいた

り、園に関わりのある近隣の事業者さん達に向けて招待状を送ったり、来賓をもっと増やし、たくさ

んの人達に観ていただきたい。きっと皆さん感動して高千穂幼稚園に入園させたい！と思うはず。外

に向けた発信や宣伝が必要だと思います。 

以上です。 

 評価内容 評価の理由や取り組み内容 評価 

1 保護者対応 園便りや連絡帳、プリント配布物、HP、インスタグラム等で子供たちの

普段の様子や必要な連絡事項などを伝える事が出来た。 

A 

2 保育の質の向上 研究保育や研修、他園への見学訪問等で職員の学ぶ場を作り意識の向上と

共に、知識や技術の習得を得るような取り組みが出来た。 

A 

3 教師としての資質 研修等を通して、教師として以上に人として成長出来るよう努めてきた。  A 

 課題 具体的な取り組み方法 

１ 保護者対応 保護者からの要望に対して、寄り添いながらより良い形に工夫していく。 

２ 地域との関り 地域の行事等、参加出来る機会が増えているので、今後も交流をはかる。 

３ 安全管理 避難訓練等を定期的に行い、安心、安全な運営を行う。 


